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　コンパートメントアナリシスはRIトレーサカイネ

テイクスタデイにおける代表的な手法として頻用され

ているが，コンパートメントシステムの定型例である

カテナリー，マミラリーシステムにおいては観測値が

指数関数の和で表現されることがわかっている。した

がって，通常コンパートメントアナリシスでは指数関

数の和の推定が解析の出発点となる。このような指数

関数の推定法としては，さまざまな手法が提案されて

いるがRIがボアソン分布に従うことから尤度が明ら

かに定義できるので最尤法の精度が局いことを認めて

いる。

　そこで，本研究では，RIトレーサカイネテイクスが

指数関数の和で表現されるものとして，尤度よりパラ
メータ推定値の分散を求あRI投与量が』Aiθ一αitの

　　　　　　　　　　　　　　　　　よニ1Ai，αi（i＝1，　p）の推定値の分散に与える影響を

みた。次いで，投与量を種々変化させた場合の推定実

験を最尤法とAIC（赤池によるAn　Inf・rmati・n　thθ。－

retical　Criteri・n）を用いる方法で行い，投与量と

推定結果の関係を解析した。

　まず，投与量とパラメータ，Ai，αiの推定値の分

散の関係を解析した結果「投与量をk倍するとAiの

分散はk倍になるのに対し，αiの分散はk分の1にな

る」という定量的関係を示した。すなわち，投与量の

増減は線形的にAi，αiの分散に影響を与え，投与量の

増加によって推定精度の向上を企てることができる。

　つぎに，指数関数が1個，2個，3個よりなるテス

ト関数を用いて初期カウント数が10，100，1000のオ

ー ダである場合の次数（指数関数の数）とパラメータ，

Ai，αiの推定実験を行なった結果，推定精度は1000，

100，10の順に悪くなり，特に10の場合はAICによ
る次数の推定も十分ではなかった。

24
シンチレーションカメラシステムの評価

　　　　一高濃度差被写体一

日立メディコ　○田中正敏　石松健二

　　　　　　　　向井信之

日　立中　研　　植田　健

　シンチレーションカメラの評価にはコリメータを含

めるのが妥当だけれども，その場合にはシステムの解

像度と感度との間に本質的な関連が生じる。この関連

を無視して・たとえば解像度だけに着目してシステム

を評価するのは無意味である。

　われわれは昨年の日本核医学会総会で・解像度と感

度とを考慮してシステムを評価する方法を提案し，計

算結果について報告した。その評価法の概要は下記の

とおりである。

　RIの量aと撮影時間Tとの積aTのいろいろな値を選

び，それらの撮影条件でパーファントムを撮影し，各

撮影条件で解像し得る限界のパー間隔2xを求める。そ

の結果を縦軸がaT・横軸が2xのグラフ上にプロノトす

ると，一般に右下りのカープが得られる。

　二つのシステムを表わす2本のカープを比較する場

合，任意の横軸の値2xに対するaTの値の小さい方が，

同じパーファントム（間隔2xの）を解像するのに少な

いRIの量aあるいは短かい撮影時間Tで済むことを示

し，つまり下側にあるカープが表わすシステムの方が

すぐれていることになる。

　ここでは，A・B・C，Dの4機種について上記の方法で

実験的に評価した結果を報告する。各装置には・それ

ぞれ手持ちの内でもっとも解像度のよいパラレルホー

ルコリメータを着け，uリメータからlO　cm　eeしてパー

ファントムを置き，その後から99’nTcのフラソドソー

スをあてて撮影した。撮影は，ポラロイドフイルム

Type　107の画面いっぱいに全視野をちょうど人れるよ

うにして宕こなった。

、パーファントム像の解像限界の判定は，目視によっ

た。個人差を少なくするために，判定基準はできるだ

けはっきり定義した。P・1ss・n雑音が卓越する場合に

は，目視による判定とMTFとの間にはかならずしも良

い相関がない。したがって，MTFを判定基準にとるの

は避けた。

　実験結果は，パーファントム像のような高濃度差被

写体に関するかぎり，解像度の改善が感度の改善に比

べて有効な場合が多いことを示している。

　aTと2xとの関係は，システムの解像度と感度とを与

えると計算することができ『る。実験データは・こうし

て計算した結果と実験誤差の範囲内で一致した。した

がってこの評価法を拡張する場合，たとえば被写体の

濃度差が低い場合については，計算で検討すれば十分

に信頼できる結果が得られよう。
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